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小平図書館友の会、読書会・β 
担当テクスト：情報生産者になる、ちくま新書、 2018.9.6 
報告者：加本 2023.07.23 
 
著者：上野千鶴子、１９４８年富山県生まれ。社会学者。東京大学名誉教授。認定ＮＰＯ法
人ウィメンズアクションネットワーク（ＷＡＮ）理事長。専門学校、短大、大学、大学院、
社会人教育などの高等教育機関で、４０年間、教育と研究に従事 
 
１主題：情報生産者になるための技術 
２対象：社会学専攻の大学生・大学院生。情報生産者をめざす人。 
３方法：計画立案法、理論と方法の使い方、情報の収集・分析法、アウトプット法、読者に
届けるやり方、 と情報生産の技術・方法が順序だてて詳細に展開される。 
４検証の妥当性/発見/意義と効果：論文等を書くことが初めての者も、この方法で努力すれ
ばレベルをあげて書けるようになることが期待できる。育った学生もいる。 
５方法の限界と問題点：経済・技術など専門知識が必要な部門では限界がある。私小説的な
閉塞感を感じる。世界戦略の広がりを感じない。こうしている間にも半導体をめぐる主導権
争いや、経済の不安定状況が起こりつつある。 
６その他のコメント： 
〇多くの語録が説得力を持つ。： 「So What? (それがどうしたの？）」、「学問は極道だ」、 
「批判的に読む訓練」、「高等教育の価値は、いかにして知識を生産するかというメタ知識を
得ることにある」、「プロの研究者とは、一生、研究計画書を書き続けている（連想：養老孟
司さん、科研費の申請が苦手で東大を早期退職した。ＤＲ&Ｄ（でっちあげ、リサーチし、
開発する））」、「仮説とは思い込みや予断の別名」、「経験研究なら、他の誰のモノでもない、
一次情報の収集をめざす」、「接近可能性 accessibility の高いデータを選ぶ」、「社会問題とは
人びとが 社会問題だと定義する現象であり、それはある現象を社会問題だと言い立てる人
びと の行為によって構築される」、「実践を通じて得た知が重要である」、「コメント力をつ
ける」 
〇著者の主張と生き方を感情的に嫌う人たちが多くいるがなぜか？ 
（結婚相手は色川大吉、タワマン在住、八ヶ岳の別荘、等、） 
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話題となったメタ知識につて、チャットＧＰＴに訊いてみました。 
「高等教育の価値は、いかにして知識を生産するかというメタ知識を得ることにある」に
ついて考えるところを述べてください。 
ChatGPT 
高等教育の価値は、単に特定の知識やスキルを身につけることだけでなく、知識の生産に
関するメタ知識を得ることにあると考えられます。ここで「メタ知識」とは、知識そのも
のではなく、知識を生み出すための方法やアプローチ、知識の体系化や応用に関する知識
のことを指します。以下に、この考え方について詳しく述べてみます： 
 
・問題解決能力の向上: 高等教育は、学生に対して問題を解決するスキルや方法論を教え
ることがあります。これによって、学生は新たな知識や情報を獲得する際により効果的
に、論理的にアプローチできるようになります。問題解決能力は、専門知識を超えてさま
ざまな分野で活用される重要な能力です。 
・批判的思考と情報評価の能力: 高等教育では、情報の信頼性を評価し、批判的に考える
スキルを磨く機会があります。このような能力を持つことで、誤った情報に惑わされるこ
となく、信頼性の高い情報源を見極め、有益な知識を生み出すことができます。 
・研究方法論の理解: 知識の生産には、科学的な研究手法や方法論を理解する必要があり
ます。高等教育では、学生が研究のプロセスに関与し、適切な方法でデータを収集し、分
析し、結果を解釈する経験を積むことができます。これによって、学生は信頼性のある知
識を生み出すための基盤を築くことができます。 
・複雑な問題への対応: 現代社会では、複雑な問題が増えています。高等教育は、学生が
これらの問題に対処するために必要な多面的なアプローチを理解し、知識を融合させる能
力を養います。これにより、学生は単なる知識の消費者ではなく、問題解決者や創造者と
しての能力を身につけることができます。 
・学際的な視点の養成: 高等教育は、専門分野を超えた学際的な視点を促進する役割を果
たします。異なる学問領域や文化、背景からの知識や経験を統合することで、より豊かな
知識を生み出すことができます。 
 
以上のように、「高等教育の価値は、いかにして知識を生産するかというメタ知識を得る
ことにある」という考え方は、知識を単なる情報の蓄積だけではなく、知識を生み出すた
めの力として活用する重要性を強調しています。知識の生産に必要なスキルや方法を修得
することで、学生は持続的な学びと成長を促進し、現代社会の複雑な課題に対処する力を
身につけることができるのです。 
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平成 31 年度東京大学学部入学式 上野さんの祝辞より 
「あなたたちのがんばりを、どうぞ自分が勝ち抜くためだけに使わないでください。恵ま
れた環境と恵まれた能力とを、恵まれないひとびとを貶めるためにではなく、そういうひ
とびとを助けるために使ってください。そして強がらず、自分の弱さを認め、支え合って
生きてください。」 
 
質疑の中で上野さんの著作『家父長制と資本制』の紹介があった。 
平行して読んでいた、「遥洋子、東大で上野千鶴子にケンカを学ぶ」の P221-222 に次の記
述があった。「専門家に専門を（食事中に）語らせる。この行為も、「アンペイドワー
ク」。不払い労働の範疇だ。マルクス主義フェミニストの課題は、資本制下の家父長制と
いう歴史的に固有な相 における、女性の抑圧を解明することに向けられる。(『家父長制
と資本制』) と、上野が表現するそのマルクス主義フェミニストにとって、重要な概念と
して 「不払い労働」がある。「マルクスには労働力の再生産は、人間の自然過程と見え
た」(同前) と上野が批判する「自然過程」は自然なんかじゃなく、立派な労働だった。 
それも、 「不払い」の。 資本制と家父長制の利益のためにあった女性の家事労働が「不
払い労働」になる まで、紆余曲折の歴史があった。アンペイドワークをテーマに一年を
かける。当然、その概念は身に染み込み、敏感になる。」 
 
 


